
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
四
十
二
号

成
田
国
際
空
港
の
安
全
確
保
に
関
す
る
緊
急
措

置
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
成
田
国
際
空
港
及
び
そ
の
周
辺

に
お
い
て
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
最

近
の
異
常
な
事
態
に
か
ん
が
み
、
当
分
の
間
、
成
田
国

際
空
港
若
し
く
は
そ
の
機
能
に
関
連
す
る
施
設
の
設
置

若
し
く
は
管
理
を
阻
害
し
、
又
は
成
田
国
際
空
港
若
し

く
は
そ
の
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
の
航
行
を
妨
害
す
る

暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
活
動

の
用
に
供
さ
れ
る
工
作
物
の
使
用
の
禁
止
等
の
措
置
を

定
め
、
も
つ
て
成
田
国
際
空
港
及
び
そ
の
機
能
に
関
連

す
る
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
安
全
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
航
空
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
定
義
等
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動

等
」
と
は
、
成
田
国
際
空
港
若
し
く
は
成
田
国
際
空
港

に
お
け
る
航
空
機
の
離
陸
若
し
く
は
着
陸
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
航
空
保
安
施
設
若
し
く
は
成
田

国
際
空
港
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
設
置
若
し
く
は
管
理
を
阻

害
し
、
又
は
成
田
国
際
空
港
若
し
く
は
そ
の
周
辺
に
お

け
る
航
空
機
の
航
行
を
妨
害
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る

行
為
の
い
ず
れ
か
を
す
る
こ
と
を
い
う
。

一
　
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
九
十

五
条
（
公
務
執
行
妨
害
及
び
職
務
強
要
）
、
第
百
六

条
（
騒
乱
）
、
第
百
八
条
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）
、

第
百
九
条
第
一
項
（
非
現
住
建
造
物
等
放
火
）
、
第

百
十
条
第
一
項
（
建
造
物
等
以
外
放
火
）
、
第
百
十

七
条
第
一
項
（
激
発
物
破
裂
）
、
第
百
二
十
五
条
第

一
項
（
往
来
危
険
）
、
第
百
二
十
六
条
第
一
項
（
汽

車
転
覆
等
）
、
第
百
三
十
条
（
住
居
侵
入
等
）
、
第
百

四
十
二
条
か
ら
第
百
四
十
四
条
ま
で
（
浄
水
汚
染
、

水
道
汚
染
、
浄
水
毒
物
等
混
入
）
、
第
百
四
十
六
条

（
水
道
毒
物
等
混
入
及
び
同
致
死
）
、
第
百
四
十
七
条

（
水
道
損
壊
及
び
閉
塞
）
、
第
百
九
十
九
条
（
殺
人
）
、

第
二
百
八
条
の
二
（
凶
器
準
備
集
合
及
び
結
集
）
、

第
二
百
二
十
条
（
逮
捕
及
び
監
禁
）
、
第
二
百
三
十

四
条
（
威
力
業
務
妨
害
）
、
第
二
百
三
十
四
条
の
二

（
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
）
、
第
二
百
六
十
条

（
建
造
物
等
損
壊
及
び
同
致
死
傷
）
又
は
第
二
百
六

十
一
条
（
器
物
損
壊
等
）
に
規
定
す
る
行
為

二
　
爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第

三
十
二
号
）
第
一
条
（
爆
発
物
使
用
）
に
規
定
す
る

行
為

三
　
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
大
正
十
五
年

法
律
第
六
十
号
）
第
一
条
（
集
団
的
暴
行
等
）
に
規

定
す
る
行
為

四
　
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
危
険
物
の
漏
出
等
）
に

規
定
す
る
行
為

五
　
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

第
百
六
条
第
一
項
（
虚
偽
の
通
信
）
又
は
第
百
八
条

の
二
第
一
項
（
無
線
通
信
の
妨
害
）
に
規
定
す
る

行
為

六
　
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一

号
）
第
五
十
三
条
（
禁
止
行
為
）
、
同
法
第
五
十
五

条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九

条
第
一
項
（
物
件
の
制
限
等
）
又
は
同
法
第
百
三
十

四
条
の
三
第
一
項
（
飛
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
）
の
規
定
に
違
反
し
て
す
る
行
為

七
　
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十

六
号
）
第
十
三
条
（
有
線
電
気
通
信
の
妨
害
）
に
規

定
す
る
行
為

八
　
航
空
機
の
強
取
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
五
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
一
条
第
一
項
（
航

空
機
の
強
取
等
）
に
規
定
す
る
行
為

九
　
火
炎
び
ん
の
使
用
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
（
火

炎
瓶
の
使
用
）
に
規
定
す
る
行
為

十
　
航
空
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第

一
条
（
航
空
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
）
、
第
二

条
第
一
項
（
航
行
中
の
航
空
機
を
墜
落
さ
せ
る
等
の

行
為
）
又
は
第
三
条
第
一
項
（
業
務
中
の
航
空
機
の

破
壊
等
）
に
規
定
す
る
行
為

十
一
　
人
質
に
よ
る
強
要
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
一
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
人
質
に
よ
る
強
要
等
）
、

第
二
条
又
は
第
三
条
（
加
重
人
質
強
要
）
に
規
定
す

る
行
為

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
者
」

と
は
、
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
等
を
行
い
、
又
は
行
う

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
規
制
区
域
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
区
域
を
い
う
。

一
　
成
田
国
際
空
港
の
範
囲
内
の
区
域
及
び
そ
の
範
囲

の
外
側
三
千
メ
ー
ト
ル
の
線
ま
で
の
区
域

二
　
成
田
国
際
空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
離
陸
若
し
く

は
着
陸
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
航
空
保

安
施
設
又
は
成
田
国
際
空
港
の
機
能
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
施
設
の
う
ち
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

も
の
か
ら
三
千
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
で
政
令
で
定
め

る
区
域

４
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
規
制
区
域
を
告
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
工
作
物
の
使
用
の
禁
止
等
）

第
三
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
規
制
区
域
内
に
所
在
す
る

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
、
そ
の
工
作
物
が

次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
に
供
さ
れ
、
又
は
供
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
工
作
物
の
所
有

者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
に
対
し
て
、
期
限
を
付
し

て
、
当
該
工
作
物
を
そ
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す

る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
多
数
の
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
者
の
集
合
の
用

二
　
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
等
に
使
用
さ
れ
、
又
は
使

用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
爆
発
物
、

火
炎
び
ん
等
の
物
の
製
造
又
は
保
管
の
場
所
の
用

三
　
成
田
国
際
空
港
又
は
そ
の
周
辺
に
お
け
る
航
空
機

の
航
行
に
対
す
る
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
者
に
よ
る

妨
害
の
用

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
禁
止
命
令
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き

者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
当
該
命

令
を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
公
告
に
よ

り
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
禁
止
命
令
を
し
た
場

合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
命

令
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

そ
の
職
員
を
し
て
、
当
該
工
作
物
に
立
ち
入
ら
せ
、
又

は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
り
を
す
る
職
員
は
、
そ
の

身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
又
は
質
問
の
権
限

は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し

て
は
な
ら
な
い
。

６
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
禁
止
命
令
に
係
る
工

作
物
が
当
該
命
令
に
違
反
し
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
用

に
供
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
工
作
物
に

つ
い
て
封
鎖
そ
の
他
そ
の
用
に
供
さ
せ
な
い
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
封
鎖
そ
の

他
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
必
要
が
な

く
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
措
置
を
解
除
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
禁
止
命
令
に
係
る
工

作
物
が
当
該
命
令
に
違
反
し
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
用

に
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
工
作
物
の

現
在
又
は
既
往
の
使
用
状
況
、
周
辺
の
状
況
そ
の
他
諸

般
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
等

に
か
か
わ
る
お
そ
れ
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、

他
の
手
段
に
よ
つ
て
は
同
項
の
禁
止
命
令
の
履
行
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
つ

て
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
当
該
工
作
物
を
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
六
項
又
は
前
項
の
措
置
を
講

じ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
項
の
工
作
物
の
所
在
す
る
土
地
並
び
に
当
該
工

作
物
及
び
土
地
以
外
の
物
件
及
び
土
地
を
使
用
し
、
除

去
そ
の
他
の
処
分
を
し
、
又
は
そ
の
使
用
を
制
限
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

10
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
六
項
又
は
第
八
項
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
現
場
に
あ
る
者
を
退
去
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

11
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に

よ
り
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
を
除
去
し
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
物
件
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
物
件

に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下
「
所
有
者
等
」
と

い
う
。
）
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
所
有
者

等
に
対
し
当
該
物
件
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
当
該
物
件
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を
保

管
し
た
と
き
は
、
当
該
物
件
の
所
有
者
等
に
対
し
当
該

物
件
を
返
還
す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

13
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管

し
た
物
件
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
保
管
に
過
大
な
費
用
若
し
く
は

手
数
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
物
件
を
売
却
し
、
そ
の

売
却
し
た
代
金
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

14
　
前
三
項
に
規
定
す
る
保
管
、
公
示
、
売
却
等
に
要
し

た
費
用
は
、
当
該
物
件
の
返
還
を
受
け
る
べ
き
所
有
者

等
の
負
担
と
し
、
そ
の
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
行

政
代
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第

五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

15
　
第
十
二
項
に
規
定
す
る
公
示
の
日
か
ら
起
算
し
て
六

月
を
経
過
し
て
も
な
お
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
管

し
た
物
件
（
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代
金

を
含
む
。
）
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

当
該
物
件
の
所
有
権
は
、
国
に
帰
属
す
る
。

16
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
六
項
か
ら
第
八

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
す
る
場
合
に
お
い

1



て
は
、
そ
の
要
件
の
事
実
に
つ
き
、
関
係
行
政
機
関
に

対
し
、
必
要
な
資
料
の
提
供
及
び
意
見
の
提
出
を
求
め

る
も
の
と
す
る
。

（
損
失
の
補
償
）

第
四
条
　
国
は
、
前
条
第
六
項
又
は
第
八
項
か
ら
第
十
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

損
失
を
受
け
た
者
に
対
し
、
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補

償
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
自

己
の
見
積
つ
た
金
額
を
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
者
に
支
払

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
額
に

つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
そ
の
交
付
の
決
定
の
通
知

を
受
け
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
訴
え
を
も
つ
て
そ
の

増
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
国
を
被
告
と
す
る
。

（
物
件
の
一
時
保
管
等
）

第
五
条
　
第
三
条
第
八
項
の
規
定
は
、
暴
力
主
義
的
破
壊

活
動
者
が
規
制
区
域
内
に
お
い
て
所
持
し
、
又
は
使
用

す
る
物
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
項
中
「
第
一
項
の
禁
止
命
令
に
係
る
工
作
物
が

当
該
命
令
に
違
反
し
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
用
に
供
さ

れ
て
い
る
」
と
あ
る
の
は
「
物
件
が
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
用
に
供
さ
れ
、
又
は
供
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

と
、
「
他
の
手
段
に
よ
つ
て
は
同
項
の
禁
止
命
令
の
履

行
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

で
あ
つ
て
、
第
一
条
の
目
的
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
条

の
目
的
」
と
、
「
除
去
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
一
時
保

管
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
一
時
保
管
し
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

当
該
物
件
を
本
人
（
当
該
物
件
に
つ
い
て
本
人
に
対
し

返
還
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
）
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
　
第
三
条
第
十
六
項
の
規
定
は
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
に
つ
い

て
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
は
前

項
の
規
定
に
よ
る
当
該
物
件
の
返
還
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
行
使
）

第
六
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
職
員
に
、

第
三
条
第
六
項
、
第
七
項
、
第
八
項
（
第
五
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
九
項
及
び
第

十
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
前
項
の
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯

し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）

第
七
条
　
関
係
行
政
機
関
は
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
八
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て

は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

三
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
罰
則
）

第
九
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣

の
禁
止
命
令
に
違
反
し
て
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を

同
項
各
号
に
掲
げ
る
用
に
供
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の

懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
を
拒
み
、
若

し
く
は
妨
げ
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し

て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
五
日
法
律
第

八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
六
月
二
日
法
律
第
五
二

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
刑

法
第
四
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
条

及
び
第
三
条
の
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
及
び
附
則
第

四
項
中
新
東
京
国
際
空
港
の
安
全
確
保
に
関
す
る
緊
急

措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
二
条

第
一
項
第
十
一
号
の
改
正
規
定
は
、
国
際
的
に
保
護
さ

れ
る
者
（
外
交
官
を
含
む
。
）
に
対
す
る
犯
罪
の
防
止

及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
又
は
人
質
を
と
る
行
為
に
関

す
る
国
際
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
一
一
月
一
二
日
法
律
第
八

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律

第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
五
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措

置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
五
月
一
二
日
法
律
第
九
一

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第

一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）

は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二

十
四
条
第
二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び

第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
二
月
五
日
法
律
第
一

三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
一
八
日
法
律
第
一

二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
附
則
第
二
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
の
規
定

は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
九
日
法
律
第
八
四

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
七
日
法
律
第

八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
一
九
日
法
律
第
三
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
一
条
中
航
空
法
の
目
次
の
改
正
規
定
、
同
法
第

二
十
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
九
十
九
条
に
一
項
を

加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
九
十
九
条
の
二
を
削
る

改
正
規
定
、
同
法
第
百
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、

同
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
三
十

二
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
三
十
二
条
の
三

の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
三
十
四
条
の
改
正
規
定
、

同
法
第
百
三
十
四
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
、
同
法
第
百
四
十
五
条
の
二
第
二
号
の
改
正

規
定
、
同
法
第
百
五
十
条
第
十
号
の
改
正
規
定
、
同

法
第
百
五
十
七
条
第
一
項
第
五
号
の
次
に
一
号
を
加

え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
五
十
七
条
の
四
（
見
出

し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
法
第
百
五

十
七
条
の
五
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
、
同
法
第
百
五
十
七
条
の
三
の
次
に
見
出
し

及
び
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
百
五
十
九

条
第
二
号
の
改
正
規
定
、
同
法
第
百
六
十
条
の
改
正

規
定
（
同
条
第
一
号
中
「
第
百
九
条
第
四
項
」
を

「
第
二
十
条
第
四
項
若
し
く
は
第
百
四
条
第
四
項
の

規
定
、
第
百
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限

る
。
）
並
び
に
同
法
第
百
六
十
一
条
の
改
正
規
定
並

び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
四
条
、
第
八

条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で

の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

2


